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あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

  
年末に企画した第 75 回ＴＡＯ塾社会人講座は、講師に元国連職員の北谷勝秀氏を

招き、30 年以上に渡り世界の貧困、女性、人口、環境問題に取り組んできた歩みについ

て話しを聞きました。塾生ばかりでなく、遠くは北九州からの人も含めて一般の人も多

数参加してくれました。北谷さんの話の前に、3 年前やはりＴＡＯ塾で北谷さんの講座

を聞いた卒業生の松岡実菜子さんにショートスピーチをしてもらいました。 

彼女は北谷さんの講演がきっかけで自分も将来国際的な舞台で、世の為、人の為に

役立つような人になりたいという志を立て、猛勉強を始めました。まずは中学校で英

語が一番になり、最終的には学年トップの成績になりました。その後、熊本市内の高校

に進み、今回晴れて立命館大学国際関係学部アメリカン大学プログラムという二年間

は米国の大学に留学する狭き門を突破したのです。彼女は、単にいい成績やいい学校

に入ることだけを目的にガリ勉に励んだ優等生ではありません。己自身に芽生えた

「志」のために自分を磨くことを志願し、塾にも自主的にほぼ毎日通ってきました。 

自分の人生を切り拓く本当の学びは強制では育ちません。競争心を煽ることで、短

期的に結果を出すことはできても、長い人生を突き動かす大きなエネルギーにはなり

えません。時代の変革期の今、「志」を育む土壌作りの意義をあらためて実感しました。 

 

◎お正月に会いましょう！1 月 2 日朝 11 時～昼 3時 小国産交バス１Ｆ ＴＡＯ 
今年は、特にプログラムもなくゆったり、まったりと過ごしたいと思います。甘酒飲んだり、餅を食べた

りしながらおしゃべりを楽しみましょう。色々面白い人達が出入りします。気軽に遊びに来てください。 

◎1月5日（水）～1月 10日（月） ＴＡＯ塾冬期講座（この冬さらなる飛躍を！） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

2005年度塾生随時募集中です!（小～高） 

ＴＡＯ塾生： 西南学院・ＩＣＵ・久留米大学附設・弘学館・済々黌・熊本第一 
合格実績： 真和・マリスト学園・熊本電波高専・八代高専・東陵・熊本北 etc 

●1対１コース ●クラス授業 ●国・理・社特訓コース ●不登校個人指導 
 



◎ 松岡実菜子さん（⇒立命館大学国際関係学部アメリカン大学プログラム） 
 

私は、将来、国際公務員になって、地球環境問題解決に貢献したいと考えている。公

務員として建設環境課で働く父の影響で小学校の頃から環境問題に関心を持ち始め

た。具体的に志望を決めたのは、中学時代に国連人口基金事務局次長などを歴任さ

れた北谷勝秀氏の講演を塾の講座で拝聴したのがきっかけだ。それまで塾の先生から

世界の貧困、紛争、環境問題などの現状を色々教えてもらっていたが、北谷氏の講演

を聞いてグローバルな視点で物事をとらえることの重要さをあらためて痛感した。 
 

   高校3年間、学業はもちろんのこと、様々な課外活動に 

も全力で取り組んできた。高校 1年の冬「国際環境都市会 

議くまもと２００２」にスタッフとして参加したときの「身土 

不二、農都不二」をスローガンに有機農業運動を推進され 

た前韓国農林大臣である金成勲氏の講演が印象に残っ 

ている。持続可能な社会の実現のためには、草の根的レ 

ベルでの取り組みがとても大事であることを学んだ。 

（ＴＡＯ塾の波多野先生が金氏へのインタビュー記事を

書           書いています。興味がある人は是非読んでみて下さい） 
 

私が、アメリカン大学で学ぶ目的は、将来世界を舞台に働く為の国際感覚、教養を

身につけるためである。また地球規模でものを考え、地域に根ざした活動のできる地

球人となるために、アメリカの多様な文化の中で、学問的にも生活レベルでも理解を

深めていきたい。アメリカン大学では公共政策学を専攻したいと考えている。それは、

アメリカ社会の諸問題について幅広く学び考える中で、同じ経済大国である日本が国

際社会の中で果たさなければならない役割や、これからの指針、途上国との関係がみ

えてくるのではないかと考えたからだ。 
 

大学卒業後はさらに大学院に進学し、諸外国の環境政策・ 

環境教育について専門的に学ぶつもりだ。環境問題に対して 

意識の高いドイツやオーガニックな食や農のユニークな取り 

組みが推進されているオーストラリアの大学院進学も視野に 

入れている。そして、将来は国際機関の職員となって、国際的 

な環境開発や環境保護に貢献していきたい。 

地球全地域におけるバランスのとれた発展、全人類の幸福 

という観点から、その地域に住んでいる人々の幸せのために 

何ができるかを考えた国際協力のあり方や、望ましい開発の方向を探求していきたい

と考えている。 

 

 




